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3.伊勢志摩サミットでの警戒

4.取組みの紹介
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■本社所在地
大阪市天王寺区上本町6-1-55

■駅数等(2017年3月末現在)

総駅数：286駅
在籍車両数：1,905両
総営業キロ数：501.1km

■従業員数(2017年3月末現在)

7,508名

■営業収益(2016年度)

162,859百万円

会社概要
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○安全管理体制図
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【安全方針】

「運転安全規範綱領」に則り、みんなで協力して
安全レベルのさらなる向上を目指します。

・運転安全規範綱領

１．安全の確保は、輸送の生命である。

２．規程の遵守は、安全の基礎である。

３．勤務の厳正は、安全の要件である。
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大阪阿部野橋駅への可動式ホーム柵の設置（H30年度予定）

※イメージ図
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○管理者会議

安全統括管理者と関係役員、運転・土木施設・
電気施設・車両の各管理者、安全推進部長で構成し、
部門横断的な情報共有を図っている。
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【伊勢志摩サミットの開催地（賢島）】 8



テロ対応・教育訓練

テロ対応マニュアルの内容拡充 携帯カード「テロ警戒のポイント」

【テロ対応教育の実施】
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三重県・明星車庫
（平成27年11月）

愛知県・近鉄名古屋駅
（平成28年2月）

【テロ対応訓練の実施】
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【見せる警戒】

駅構内の巡回・点検

警戒腕章

バッジ
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私服社員による車内添乗警戒 車内トイレの点検・確認

【列車添乗による車内警戒】
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特定駅、特急列車のゴミ箱を封鎖

特急列車内のゴミ箱も封鎖

【一部の駅、特急列車のゴミ箱を封鎖】

封鎖された駅設置のゴミ箱
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【警察との協力による警戒】

大阪難波駅 特急列車
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車庫の警戒

防犯カメラと照明 赤外線センサー

【車庫の警戒】
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夜間の照明点灯による警戒

夜間留置車両の前照灯点灯 トンネルの坑口照明

【夜間の照明点灯等による警戒】
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【線路の警戒（橋梁・変電所）】 17



【サイバーセキュリティ対策の強化】 18

○ホームページへの対策
①脆弱性診断の実施
②ＤＤＯＳ攻撃（ホームページへの集中アクセス）対策

○インターネット出入口対策
①監視・検知機能の強化
②不審サイトへのアクセス検知時の自動遮断、
運用管理機能の強化

○グループ全体の状況把握
主要なグループ会社におけるサイバー攻撃の兆候
を把握する体制を構築



【鵜方～賢島間の運行休止】
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【運輸安全マネジメント表彰制度】

運輸安全マネジメント制度における優良な取組みや事故防止に
効果的な報告に対し、毎年「安全推進賞」を授与している。

○事故の芽情報の収集・活用 20



【語り部DVDによる事故体験共有】

○教育の実施

事故を体験した元社員

昭和46年の「総谷トンネル列車衝突事故」を
経験した元社員による事故の体験DVDを製作
して教育を実施
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○自然災害等への対応

【大規模地震・津波・豪雨等への対策】
「津波発生時の避難地図」を作成し、乗務員等へ配付
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終端標 指示標

【津波発生時の緊急避難誘導標等】
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自宅から拠点駅にヘルメットを持参して徒歩または
自転車で出動し、駅で助役から役割の指示を受ける。

【拠点駅参集訓練の実施】
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【解析雨量による運転規制の導入】

気象レーダー雨量に地上雨量計の観測値を加味して補正計算
し、 1kmメッシュの解析雨量値を算出。これをもとに運転規
制を実施（運転規制には当社雨量計の観測雨量も併用）

気象レーダー雨量

1km

1km

補正計算

※当社雨量計が近傍に設置されていない区間は、
解析雨量のみを使用

計
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【大阪地区総合指令室】

電気指令

運転指令

1フロアに運転・旅客・工務・電気・検車の各指令を
集約することで、適時的確な情報交換や連携を実現。

大規模災害時などには、隣接する異例事態対策本部と
一体で運用
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線

【運転士支援システム】

GPS技術を利用して列車の位置を特定し、音声や
発光表示等の方法で運転支援

○新技術を活用した取組み等 27



超音波を出す装置

超音波により、シカの侵入を防ぐ。

【シカ踏切】 28

超音波を出す装置

超音波を出す装置



【ドローン】

ホーム等上屋、屋根・外壁部の点検から取組み、
将来的には災害発生時の被害情報把握等を目指す。

寒谷トンネル
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【総合研究所】

鉄道の新技術の研究や、第三者と連携しオープン
イノベーション等を進めていく。
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○安全への変わらぬ決意

安全目標(2017年)
○鉄道運転事故を削減する。○責任事故を発生させない。
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ご清聴ありがとうございました。


